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陰文要旨 1 

|【I'WI景 1】 ' I I I 
| 

I I I 

(B 群レンサ球菌、 G s)  Iは、

乳 I幼児や高齢者、 免疫不全患者の敗血症ゃI髄

膜 I炎の原 l因 1となる侵 1襲 ＇ 性病 1原体 1で Iあ Iる1。 IG.8S 

は 1、 全 尺 1の臨 1床分 1離 げい が い 1ニシいバ叶 系 り叶 菌 I薬

に I感 I性 Iで 1あ Iる1とI考 Iえ IらIれ Iてい 1た 1が I、 I近 I年 Iペ

ー ，シ 1リIンI低 i感 j受性 IGl!S (IGBS叫hrdducJd pamc1l!lm 

) |]町刷 が報告IさIれて い寸 るし＿

PR(SBSIはI呼 I吸 I器 I系 1検 I体 iか Iら 1の 1分 1離 iが多 |<|報 I告lさ

れ Iて lいる I- | 方 | で | 、 | PR~Bs i が ・ 分離 ！ さ 1 れ ！ た l 患 ： 者 1 の I 臨

床 1的 1特 1徴：Iに 1つ 1ぃ1ては |ょ |＜わか 1っ Iて ！い ！な |い |。 |今

回 1、 I症 I例 l対 1照 1研 1究 ．を 1行 Iぃ1、 1呼 1吸 l器 1検 1体 Iか Iら

PR(!;函 が 1叫 離 1さ|れ |fこ 1患 1者 lの 1臨 1床 ］的I特 1徴 1、 iま Iた

PR(l}BS臨床 1分 1離株 1の 1細 1菌 l学 I的 1特 1徴を 1検 1討 IしIた IO 

【 方法 l】

" 2q17 1年 ［1 |月から ［呵18 !年 I6 I月 |ま |で Iに 1琉 1球 1大 1学

病院 1で ［各 ［種 1臨 1床 1検 1体 lか Iら G中s|が 1分 ！離 iさい叶 た 1患

者を l 後 I 方 1 視的 l に | 調 | 査 | し 1 た 。 1 呼 l 吸 l 器 1 検 1 体 I 力~ Iら1分

離さ Iれ IたIGBS Iにつ -い」 て Iは I抗 1菌 ［薬 ，感 l受 l性 1試験 Iを

用 Iい Iて 1、 Iぺ I二 Iシリ 「□感I受 I性 IGl3S (I PS(j;BS) Iと
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疇 Bslに分類 1しlた1。 1呼 1吸器検 |体 |か |らIG胆1が1分 1離

された患者に 1おいて、 GBS 分離時点の患者背

景 ［を調 層 Iし PRGBS！分’ |患 |者 |群 |と|PSGBSJ分離患者1群

の l臨頃 1的 1剛 徽を i比 i較 じ竺い叩 した 1。 さIらIrこI、IPR<SBS

菌 i株 1の解析 Iと［し 1て、 英 1膜 1血 1清型 1、 |i 4 
h lsT) によ lるl遺 |伝 |子 |型 |、 Iぉiょ！び pbp

遺伝 I子 I・キ Iノロ 1ン 1耐 1性 1決 ＇定 I領 I域 1遺伝 1子 1変 l異

マ IクIロラ 1イド 1耐 ［性 1遺 1伝 1子の 1有 I無 Iを検 I討しIた Io 

統 I計解I析 IIま、 名 l 義 1 変 1 数 1 を Fis~er Iの正確 ，検 I定 Iで 1ヽ

連 I続 I変 I数を Wilcoxpn 順 1位 1和 1検□；1にて 1行 |い |、 |p l値
< U.05 IをI有 ！意と iし！た 1。 i | | I I I 

【I結 I果 1】

合 I計 1362株 |の|GBS|がl分離iさiれ 1‘|そ |の |う|ち|46I株

は ［呼 1吸器I系 1の 1検 i体 1か 1ら ［採 1取 1さ1れ 1たもの ！で 1ヽ

呻BSIのi割合 1が ＇最も高か |っ |た |（|241 % :)。呼 i吸 I器 I検

体 lか lらIGfS Iが1分i離 1さ れ` Iた 1患者 1のi背l景 l比 I較に Iお

いて 1、 |PR畑sl分 l離 l患 l者は I、 1神経I筋疾 1患 1、 パ IフIオ

マ lンIスス Iテ Iータ 1ス Iの 1低 |下 |、 9 多 1剤 1耐性1菌 Iリlス

クIあり、 |1I町 以 1内IのI肺 I炎の I既 I往 I、11 I年 1以 ＇内 Iの

ペ I二 1シIリ［ン使用 1のl既国1な |ど|の1特l徴を 1有 Iする患
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者 Iが 1多 Iかっ 1た 1。 |分 1離 1し |た |PR印BSIは全IてIぺ I二 Iシ 1リ

ン 1の 1他、 1キlノ ロ |ン |系 |抗 |五丁薬 I、 マ Iク 1口 IラIィIド系

抗菌薬にも耐性を示す多剤耐性 GBSIであった。

MU.I ST'の結果、 S 358 を 5 株、 ST3 と S~lO ST~404 を

そ 1れ 1ぞ iれ |1株 I認 Iめ、 す |べ |て |STf/ST~9/S~'10 Iグ|ル |- Iプ

に I属 IしIて Iい |た |。 |PRりBSI分 1離 1株 1全 Iて 1が pbp2x遺 I伝 I子

の Iコ 1- 1ドIす |る|Pb枠x9に 1ペニ Iシリ lン ！耐 1性に重 1要 Iな

ア IミIノ I酸 I置 l換 lを 1有Iしiて 1い ！た。 1 I | 

【I結 I論 Il 

本 I 研 1 究 1 に | ょ | り I 呼 1 吸 1 器 1 検体 1 から PR~BS が分 1 離 I さ

れ Iた I患 1者 |の |臨 |床 I的 1特 ！徴 1を示 |し|た |。 | I I I | 

肺 I炎 I罹患 IリIス IクIを ［持 ［ち、 層 Iり 1返 1し［肺 l炎 lを 1罹

患 Iし 1、I抗 1菌l薬 1暴 1露 1を 1受 |け |fこ 1 患 1 者 I に I PR~Bs l が l 分 1 離

さIれや 1す 1い傾 1向 1が認め Iら 1れ ＇た 1。 1近 1年 1、I侵 1襲 1性

G:BS I感染 I症 I例 IのI増加が I報 ！告さ |れ |て ！きて |ぉ |り|、

肺 |炎 |リ|スク 1を有 |す |るI患 1者に |ぉ |い |て 1は 1本 1菌 Iに Iょ

る 1感 1染 1症 |と|そ 1の 1耐 1性 i化 Iには 1より I一層 1の l注 1意 Iを

払 IうI必 I要 IがIぁlるI。


